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国際交流・韓国
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　皆さん、こんにちは。今回は韓国の文化体育観光部が「韓国代表祭り」と
して指定した、「晋州南江流灯祭り」について紹介したいと思います。
　「晋州南江流灯祭り」の始まりは、日本と晋州の歴史に深く関係しています。
　1592年11月、文禄の役における晋州城の戦いで、朝鮮軍は真っ暗な夜
の南江に灯

とうろう

籠（流灯）を浮かべることで、南江を渡って攻めてくる日本軍を
阻止しました。この灯籠は、城の外にいる家族に安否を伝えるための通信
手段としても使われました。翌年の第2次晋州城の戦いでは、朝鮮を守るた
めに7万人の民・官・軍が亡くなりました。
　後に晋州では、亡くなられた人々の霊を慰めるため、地域の祭りの中で南
江に灯籠を浮かべるようになりました。現在の「晋州南江流灯祭り」は、こ
の伝統を受け継いだものです。
　本年で18回目を迎えるこの祭りは、10月1日㈪から14日㈰まで晋州城
と晋州南江周辺で開催されます。会場では、世界名作童話や名画、世界風物、
韓国の美などをテーマにした灯籠や創作灯、晋州城の戦いを再現した灯籠が
展示されています。また、灯籠を作って浮かべたり、灯籠に願いを書いて取
り付けたりする体験、遊覧船に乗って南江に浮かんでいる作品を鑑賞できる
体験など、イベントも多数行われています。そのほかにも晋州の無形文化
財公演や世界民俗公演、水上花火大会など、見どころ満載です。
　南江の水面に浮かぶ数百の美しい光は、夜中の1時まで見ることができます。

韓国の美をテーマにした展示作品 祈願灯籠祭り




